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修了。同年同大工学研究科助手。1998～1999年イリノイ大学アー

バナシャンペーン校基礎工学部客員研究員。1999年北海道大学

情報メディア教育研究総合センター助教授。2003年同大情報基盤

センター助教授、2007年同准教授、2012年同教授。2013年情報

基盤センター副センター長、2019年より同センター長となり現在に

至る。並列分散処理、クラウドコンピューティング、進化計算等の人

工進化、メタヒューリスティクス等の近似最適化アルゴリズムに関す

る研究に従事。本学情報環境推進本部において情報化推進室長、

CIO補佐役を務め、本学の情報環境整備を主導している。これまで

に情報処理学会北海道支部長・数理モデル化と問題解決研究会主

査・論文誌「数理モデル化と応用」編集委員長、大学ICT推進協議

会理事等を歴任し、現在は、進化計算学会会長、７大学情報基盤セ

ンタークラウドコンピューティング研究会主査。

北海道大学情報基盤センターの学際大規模計算機システムは、全国の大学や研究機関による学術研究を推進する計算
リソースとして大いに利用されています。今回は2022年10月より情報基盤センターのURAとして兼務している私が、
棟朝 雅晴 情報基盤センター長に、これまでのご研究の内容や北海道大学アカデミッククラウド導入の経緯、デジタル
変革（DX）の推進などについてお話を伺います。（聞き手：URAステーション  佐藤 崇）
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─本日は、どうぞよろしくお願いいたします。ご存じのと
おりほぼ素人なので、わかりづらい質問などもあるかも
しれませんが、ご容赦ください。

棟朝　よろしくお願いします。

─まず、先生のご経歴、大学ではどんな研究をされていた
かについてお話しいただけますか。

棟朝　私は小樽出身で、高校卒業後に北大に入学しま
した。長い話になるかもしれませんが、当時の理Ｉ系と
いう、物理・数学系に入りまして、工学部の電気工学
科を卒業しました。配属されたのは情報学の研究室で

した。その当時は電気工学科と情報工学科が同じカリ
キュラムだったので、所属は電気工学科でしたが、研究
室配属以降はずっと情報科学関連の研究を続けていま
した。大学院でも情報工学で博士号を取得しました。
　その後、北大の工学部に助手として採用されました。
その当時は情報図形科学とも呼ばれていた情報科学の
講座です。もともとは情報教育を担当しており、情報科
学や情報処理の講義や実習などを担当しておりました。
　当時の最初の研究としては、並列分散処理と、いわ
ゆる進化計算（Evolutionary Computation）と呼ばれる
もの、それによる最適化の手法などを研究していまし
た。進化計算のうち特に代表的なものは、遺伝的アルゴ
リズムと呼ばれているものです。その後１年ほど、在外
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研究で、遺伝的アルゴリズムで有名なイリノイ大学の
ゴールドバーグ先生（Prof. David E. Goldberg）の研究
室に受け入れてもらいました。帰国後は、現在の情報基
盤センター（以下本センターという）の前身の一つで
ある、情報メディア教育研究総合センターの助教授と
して着任しました。着任後は、情報メディアシステム分
野で、今で言うELMS（北海道大学の教職員や学生が利
用できる教育情報システム）に該当する教育用計算機
システムのシステム面の管理運用を担当していました。
ですので当時は、教育用計算機システムの面倒を見な
がら、研究としては引き続き、進化計算と呼ばれる分野
と並列分散処理に関する研究を続けてきました。

─その後、今のセンターができるのですね。

棟朝　はい。2003年に大型計算機センターと情報メ
ディア教育研究総合センターが統合されて今のセン
ターができた際には、大規模計算システム研究部門の
所属となりました。ここは、現在のスーパーコンピュー
ティング研究部門と、システムデザイン研究部門と関
係しますが、いわゆるスパコンや大規模な計算機シス
テムに関わる研究開発を推進するところでした。その
後、デジタルコンテンツ研究部門の教授に昇任しまし
て、さらにシステムデザイン研究部門という新たに立
ち上がった部門に異動となり現在に至るというところ
です。そして、2013年から副センター長を務め、2019
年からはセンター長を拝命しております。

─ありがとうございます。ここから先生のご経歴を紐解
いていきたいと思います。まず、大学入学の頃から、こう
いった情報関係の研究分野を目指したのでしょうか。

棟朝　学生時代は、制御工学に興味がありました。そ
れで、電気工学科を選んだのですが、私の入った頃が
1980年代の終わりぐらいですので、ちょうどインター
ネットのような新しい技術が登場しつつある頃でした。
大学院生の頃には、北大にもインターネットが導入さ
れ始めていて、当時、研究室にもワークステーションと
呼ばれる計算機がありました。それらを使った研究や、
さらに博士課程の時には今のスパコンのような並列計
算機を使って、負荷分散のアルゴリズムやシステムに
関する研究をしていました。もともと電気工学科でし

たが、いわゆる計算機の発展に伴って、そちらに興味が
湧いてきたというところです。

─計算機のどのような点に興味が湧いたのでしょうか。
当時の計算機は、今のコンピュータよりもはるかに最先
端な存在だったと思います。

棟朝　私が最初に配属された研究室に、先代センター
長の髙井 昌彰先生がいらっしゃいました。髙井先生の
ご指導を受けて、並列分散処理と遺伝的アルゴリズム
の研究を始めたのですが、そのきっかけも、たまたま髙
井先生が購入された遺伝的アルゴリズムの教科書が大
変興味深かったからでした。ちなみに、その教科書を執
筆したのが、先ほど申し上げたイリノイ大学のゴール
ドバーグ先生です。最初に読んで非常に感銘を受けま
した。つまり、計算機の中で自律的に進化をさせて問題
を解いていく、しかも、多様な生物が並列に進化してい
くのと同じように、大規模な並列分散処理とも親和性
が高いという点に非常に興味を覚えました。
　修士論文では、並列の遺伝的アルゴリズムという、い
わゆる最適化の問題を解く場合に、大規模並列で解決
し、そこに生物の進化の考え方を取り入れることを研
究していました。初めての国際会議にも、その修士論文
の成果で参加しました。その国際会議が開催されてい
たのが、後に在外研究で行くことになるイリノイ大学
だったということも、不思議な縁を感じます。その後、
並列計算機の分散処理の最適化に、その進化計算、遺伝
的アルゴリズムと機械学習を使う研究をしてきました。

─感銘を受けた本の著者の下で研究ができるというのは、
すごく夢のある話ですね。

棟朝　そうですね、大変ありがたい話でした。

─「並列分散処理」が先生の経歴の中にキーワードとして
入っていますね。

棟朝　はい。並列分散処理ということで、先ほどのいわ
ゆる負荷分散とか、あとは博士号をとった直後ぐらい
は、例えばネットワークの経路制御のような、インター
ネット上での分散処理の研究をしていました。さらに
は、こちらのセンターに異動してからは、いわゆるクラ
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ウドコンピューティングですね。こちらにつきまして
は2011年、今から10年以上前ですけれども、北大アカ
デミッククラウドという学術向けのクラウドシステム
の先駆けとなるシステム導入を私が担当しまして、設
計から調達、そしてサービス開始にまで漕ぎ着けまし
た。いわゆる並列分散処理の流れでは、クラウドコン
ピューティングに関する研究開発を進め、並行して業
務としても、北大のクラウドをサービスとして提供す
ることを、2011年から始めたことになります。大学関
係のクラウドとしては最初の事例でしたし、民間の方
とも一緒に進めさせていただいたので、その後この活
動は、クラウド関係の業界などからも注目されること
になりました。

─北大が日本の中でも口火を切った存在ということですね。

棟朝　似たようなシステムは他の大学にもありました
が、いわゆるクラウドのミドルウェアといって、本格的
なクラウド管理ソフトウェアを導入して、クリック一
つでサーバやインフラが使える環境を作ったのは、北
大が先駆けでした。実はこれも、人との出会いがきっ
かけでした。今は、オープンソースになっていますが、
当時アメリカのCloud.com社というベンチャー企業が
作っていたCloudStack（クラウドスタック）というクラ
ウド管理のソフトウェアがありまして、その会社の社
長であるSheng Liang（シェン・リャン）氏と国際会議
でお会いして話が盛り上がり、これを導入することに
決めました。通常、こういった最先端のソフトウェアを
導入するのは、なかなかリスクが大きいのですけれど
も。

─そうですよね、先例などがない状態ですし。

棟朝　スパコンとクラウドシステムを同時に導入する
ことになりましたので、最終的に入札の結果、日立製作
所との協業となりました。業者の方にとってもかなり
ハイリスクで大変だったと思うのですが、一緒に奮闘
してサービス開始に漕ぎ着けたのは、今振り返っても
良い思い出です。本当に動くのだろうかと、ドキドキし
ながら対応していました。

─当時から、そこに先生が目を付けた利点と言いますか、
これはとても役に立つと思った理由などはありますか。

棟朝　当時はサーバの仮想化といって、集約化すると
ころまではある程度できていました。今でいうアマゾ
ンウェブサービスという、クリック１つでサーバにア
クセスできて便利につかえる仕組みは始まっていまし
たが、それと同じことを大学内でできればおもしろい
だろうなというところが、大きなモチベーションでし
た。もちろん、合理的理由としても、そのような集約化
をするとかなりのコスト削減になるという目論みもあ
りました。そういった、個人的におもしろいという感
覚と、大学にとってのコスト削減や効率化には絶対必
要だという強い確信から、リスクは高いけれどもやっ
てみようということになりました。当時は、上司の髙
井先生にもご理解いただいて、一任してくださったの
は大変ありがたいことだと思っています。関係したベ
ンダーや技術職員の方にも全面的に協力いただいて完
成させることができ、非常に感謝しているところです。

─大変な困難が想像できます。今でもそのシステムは北大
の特色であって、他の大学にはないものなのでしょうか。

棟朝　もちろん、クラウド自体は一般的になっていま
すが、その後、システム更新が一度ありまして、今は、
オープンスタックと呼ばれるものになっています。２
回目の更新の時には、私と同じシステムデザイン研究
部門で若手の杉木 章義准教授に対応していただいたの
ですけれども、本格的なクラウドを運用するのは非常
に大変です。当時、私の予想としては、ほかの大学も北
大に倣ってどんどん導入するかな、と思っていました
が、意外に追従されませんでした。北大の場合は、幸い
にも、現場の技術職員の方々にきちんと対応していた
だけたという点が非常に大きかったのです。
　最近では、北大も含めた日本の９大学と２研究所が
連携して、mdx1というデータ活用社会創成プラット
フォームを立ち上げました。これも、仮想マシンを提供
しデータ科学の研究を中心に活用するという点で、実
は北大のクラウドとほぼ同じ中身です。この事業には
本センターも参画していますが、ここに来てようやく
このような取り組みができるようになってきました。
繰り返しになりますが、やはりクラウドを運用すると

Interview with Masaharu MUNETOMO
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いうのは非常に大変なのです。

─新しい技術ですから、技術職員も勉強が必要でしょう
し、装置はどんどん進歩していきますから、クリアすべき
ことは山積みですね。クラウド運営の大変さはそのよう
な点にあるのでしょうか。

棟朝　そうです、なかなか手間がかかるというところ
ですね。いわゆるスパコンですと、もちろんそちらも運
用は色々と大変なのですが、ログインして、バッチ処理
でジョブを投げるという、比較的シンプルな運用にな
ります。クラウドの場合には、システムをつくる人に
よって、使い方が全然違います。要は、サーバからネッ
トワーク、全て設定してシステムを作っていきますの
で、個別性が高くなるのです。しかも、手軽に使っても
らうとなると、セキュリティの問題が生じますので、そ
の点はなかなかハードルが高いところです。特に、研究
用途の場合には、かなりの手間をかけて、システム化し
ていかなければいけないのです。

─では、今本センターで使っているシステムを他の大学

とも連携させるとなると、同じようなシステムに統一す
る必要性があるのですか。

棟朝　少なくとも、相互に運用できるような整合性を
とって設計、構築していかないといけませんね。

─ハードルがかなり高そうですね。

棟朝　ですので、現行のシステムでは、各大学と調整を
するのは大変でしたので、インタークラウドパッケー
ジといって、東京大学・大阪大学・九州大学と連携す
るために北大の資源を各機関に設置し、まとめて使っ
てください、みたいなこともしているのです。

─なるほど。それは画期的ですね。ちなみに、先の話に
なってしまいますが、次のシステム構想も、先生の中には
あるのですか。

棟朝　はい、今はセンター長の職におりますので、方針
は決めております。現在は、仕様策定委員会で次のシス
テムについて、検討しております。スパコンの性能拡充

に加え、クラウドも最近の流れに合わせたシステムに
アップグレードするということで、関係するセンター
内の先生方にご検討いただいているところです。そち
らは今、調達中ですので、詳細は申し上げられません
が、楽しみにしていただければと思います。

─楽しみにしております。
　では、少し話を変えて、本センターについてお聞かせく
ださい。私は着任まもないため、情報基盤センターと聞
いたときに、そこがどういう業務をしているのか、所属さ
れている先生方はどんな研究をしているのかという点が、
あまり想像できません。学内にも、スパコンなどに馴染み
のない研究者は少なくないと思いますので、所属されて
いる先生方がどのような業務・研究をされているのか、
ご説明いただけますでしょうか。

棟朝　本センターには、いくつかの側面があります。
　まず、当然ながら学内にあって、学内の情報基盤に関
わる研究開発を推進し、その成果を活用し、学内の情報
基盤、情報環境を高度化する、という点です。これが一
つの大きな役割です。
　次に、学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点

（Japan High Performance Computing and Networking 
: JHPCN）という、全国の研究者が共同で研究を推進す
る拠点の一角を担うという点です。全国共同利用の研
究所、北大にも低温科学研究所とか電子科学研究所な
どがありますが、当拠点は、複数拠点の研究ネットワー
クにより構成される「拠点ネットワーク」となっていま
す。東大、京大、阪大など、いわゆる旧帝大に東工大を
加えた８大学の連合体で、保有する資源を共同利用・
共同研究のために提供しています。
　そして、スパコンに関しては、革新的ハイパフォーマン
ス・コンピューティング・インフラ（High Performance 
Computing Infrastructure : HPCI）と呼ばれる、富岳を
トップとした日本全体の大学や研究機関のスパコンを
高速ネットワークで結んで幅広いユーザー層が効率よ
くスパコンを利用できるよう構築された共用計算環境
基盤がありまして、センターのスパコンはその一部で
もあるため、この運用を支えるという側面ももってい
ます。
　また、先ほど「学内の」と言いましたが、センターに
は、スーパーコンピューティング、情報ネットワーク、

デジタルコンテンツ、メディア教育、システムデザイ
ン、サイバーセキュリティの６つの研究部門があり、大
学全体の教育やセキュリティに関わっています。端的
にいいますと、情報基盤、情報環境に関わる機能をセン
ターに集約し、お互いに連携して全学並びに全国の情
報基盤に関係する研究開発を積極的に推進するという
役割もあります。
　他にも、センター内には情報環境推進連携部が設置
されています。学内の業務的な情報基盤、例えば、キャ
ンパスネットワークや事務用のクラウド、セキュリ
ティなどに関しては、総長を本部長とする「情報環境推
進本部」2の所掌となっていますが、そこに設置されて
いる組織には、本センターの教員が全面的に協力して
います。具体的には、私はこの本部内に設置されている

「情報化推進室」の室長を兼務していますし、「セキュリ
ティ対策室」の室長は本センター所属教員である南 弘
征先生が兼務しており、髙井 昌彰先生、飯田 勝吉先生
も参画されています。つまり、本センター所属教員が情
報環境推進本部と連携し、本センターにおける研究開
発の成果やその知見を生かし、全学の情報化の推進に
資する、という役割をも担っているわけです。
　さらに、メディア教育研究部門の教員がオープンエ
デュケーションセンターとの兼務によりELMSの運用
において主導的な役割を担っています。
　ここまでお話ししたように、研究開発を行う教員が、
学内の情報基盤、情報環境を発展させるために、このセ
ンターに集まっている、そしてお互いに相談・連携し
ながらその知見を生かしている点が、非常に重要だと
思っています。

─大変よくわかりました。
　また、学内に限らず、学外の情報基盤ネットワーク構築
というところにも大きく貢献されているのですね。

棟朝　そうですね。例えば、国立情報学研究所が提供し
ているSINET（Science Information NETwork）という学
術情報ネットワークの委員に本センターの先生方が何
名か入っていますし、さらにセキュリティの関係の委員
会等でも、本センターのセキュリティ担当の先生方が主
導的な役割を担っています。北大だけではなくて、全国
の学術ネットワーク、スパコンのネットワークでも、本
センターの教員が主導的な役割を担っています。
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先進的かつサステナブルな情報環境整備による北大DXの実現

研究
DX

教育
DX

業務
DX

人材確保・
育成・研修

北大の素晴らしい実環境（キャンパス）に比類するような、先進的かつサステナブル（持続可能）な仮想
環境（情報環境・システム）を整備・運用し、教育・研究・業務にわたるサステナブルなDXを実現する

ササスステテナナブブルルキキャャンンパパススササスステテナナブブルルビビッッググデデーータタセセンンタターー整整備備

サイバーセキュリティ・
ガバナンス

学学際際大大規規模模計計算算機機シシスステテムム
（スパコン・クラウド）
の拡充・高性能化

教教育育用用計計算算機機シシスステテムム・
教務情報システムの高機能化
ララーーニニンンググアアナナリリテティィククススへの対応

遠遠隔隔教教育育・
ハハイイフフレレッッククスス教教育育への対応

学生支援・
UXの向上

研研究究ビビッッググデデーータタ管管理理基基盤盤の
拡充整備・実験機器データ連携

キキャャンンパパススネネッットトワワーーククの高速化・
高度化（セキュリティ強化）

人人工工知知能能・・5G・・IoTなど先進ICT
技術の導入および利活用

大大学学ICTのの専専門門家家（情報科学の
研究者ではなく）の確保・育成
（長期的な視点でのキャリア形成）

遠遠隔隔会会議議シシスステテムム・・ググルルーーププウウェェアア
・・事事務務フファァイイルルシシスステテムムの整備等
業務系システムの高度化

全学的な教職員研修を通した
ICTスキルおよび知識レベル
の向上・セキュリティ意識の啓発

情報システム調達・利用のガガババナナンンスス
→ 責任体制、運用管理体制の確立
→ ササイイロロ化化・・シシャャドドーーIT化化を防ぐ

ゼゼロロトトララスストトモモデデルルに基づく
総合的なセキュリティ対策

情情報報格格付付けけに基づく対策の徹底

研究DXの実現に向けた全学的展開

情報基盤・情報環境の整備
（情報基盤センター・情報環境推進本部）

成果公開基盤・コンテンツの整備
（図書館）

 計算基盤（スパコン・クラウド）の整備
 ストレージ基盤の整備
 ネットワーク基盤の整備
 ガバナンス・セキュリティの確保

蓄積

共有

処理

公開

流通

利用

 リポジトリ（論文・データ）の整備
 データ公開の支援
 電子ジャーナルの整備
 利用者教育・研修

研究データの
ライフサイクル

先進的な情報技術の提供
（情報科学研究院等）

先進的な情報技術の活用・実装
（学内各部局）

 データ駆動型研究の推進
 人工知能・機械学習等の活用
 計算シミュレーションの活用
 各種実験機材との対応
 フィールド・センサーとの連携
 人文系を含む広範囲な連携

 人工知能・機械学習
 データサイエンス・統計解析
 量子計算・最適化
 計算シミュレーション・HPC
 メディア・VR・AR・可視化
 ネットワーク・IoT

情報系研究者と
応用分野との

「「リリエエゾゾンン」」

研究戦略の策定・推進 （研究推進部等）  研究戦略策定・規程整備・評価（IR）等への対応
 URA等による包括的支援・産学連携の推進等
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図１：先進的かつサステナブルな情報環境整備による北大DXの実現 図２：研究DXの実現に向けた全学的展開

─なるほど。
　ネットワークに関しては、北大はキャンパスがものす
ごく広いというイメージをみなさんが持っていると思う
のですが、そのキャンパス、例えば臨海実験所や演習林も
ありますし、北海道だけではなく和歌山にもあります。そ
れらはすべて、北大の情報ネットワークの中でつながっ
ているのですか。

棟朝　遠隔地の接続については、本センターで対応し
ています。昔は地方にはSINETがあまりなかったので
すが、最近はSINETのノードが地方にもできつつあり
ます。例えば函館キャンパスは、昔は札幌から回線を引
いていましたが、函館にSINETのデータセンターがで
きましたので、函館から引くことができるようになり
ました。北大は非常に広いので、今後、例えば演習林に
センサーを置くとか、そういったことに対応していく
ことも重要だと考えています。

─わかりました。では、ここでお話を変えて、最近よく耳
にするDX（デジタルトランスフォーメーション）につい
てお聞かせください。単語としてはよく聞くのですが、私
にとってDXというのは、何がトランスフォーメーション
するのか、わからない点が多いのです。その辺りから説明
していただけるとうれしいです。

棟朝　「DX」というのは、単に情報だけではなくて、よ
り広い概念だと思っています。DXとはデジタルのDと
トランスフォーメーションのXですけれども、デジタル
トランスフォーメーションを考えるとき、そのトラン
スフォーメーション（＝変える）という部分がまず鍵に
なると思います。つまり、今あることを良く変えたい、
その「変えたい」のためにDのデジタル技術があるので
す。そのため、何かを変えたいとは特に思っていない人
や組織には、DXは意味がない、と思っています。まず、
トランスフォームをしたいという意志があって、その
トランスフォームのためにデジタル技術を使うことで
変革がしやすいということ。Xが先に来てDがある、と
思っています。

─なるほど、意志があるかどうかが大事なのですね。

棟朝　トランスフォームに関して、最近は、強制的にト

ランスフォームさせられるという例もあります。例え
ば、コロナ禍で出勤できなくなったり、リモートで業務
をせざるを得なくなったりということで、みなさんよ
くご存じのとおり、ZoomやWebexのような、いわゆる
遠隔会議のシステムが普及しました。私などは、Zoom
は既に10年以上前、出た当時から使っていました。先
ほどの「拠点ネットワーク」ですと、複数大学が参画
していますので、テレビ会議が当たり前でした。ただ、
トランスフォームについては、そのような新しいデジ
タル技術があるだけではだめで、みんなが使う状態に
なって初めてトランスフォームされたということにな
ります。こういったコロナ禍のような社会情勢の変化
によって、強制的にトランスフォームされて、技術とし
てデジタルを利用する、というのが、まず１つの側面と
してあります。
　こういった強制的なのもありますけれども、やはり、
これから特に大事なのは、自分たちでトランスフォーム
したいという意志のある人が、デジタル技術をどう活用
していくかというところを、現場の方々や業務系の方々
も含めて一緒に進めていくことだと思っています。
　全体的なDXのイメージというのがこちらの図（図１）
です。まず、下のレイヤーとして、データセンターなど
インフラのレベルから整備していきます。今は日本、世
界全体でも、ものすごい勢いでデータセンターが整備
されています。DXのデジタル部分には、これがないと
始まりません。北大においても、本センター南館の大規
模改修をこれから始めていきますが、さらに北館も含

めて全体としてデータセンターを整備して、基盤とな
る下のレイヤーから支えていきたいと考えています。
　次のレイヤーとしては、その上にガバナンスやセ
キュリティと書かせていただきました。言うまでもあ
りませんが、やはりセキュリティは非常に重要です。も
ちろん、厳しくするといろいろご不便をおかけすると
ころもあるかもしれません。理想的には、できる限り不
便をかけず、セキュリティを守るという形でシステム
化していくことになります。ここにあるようなゼロト
ラストモデルを実装し、機微情報をどう守っていくか
を考え、あとはいわゆるシャドー ITと言いますが、隠れ
たところで怪しいものを使わないなどのガバナンスも
大事になってきます。こういったものがベースにあっ
た上で、教育、研究、業務の３つに関するDXが成り立っ
ていきます。あとはICTに関する人材育成というのも非
常に重要になります。本センターだけではできない部
分もありますが、支援していきたいと思っています。
　特に本センターとしては、いわゆる学際大規模計算
機システムと言われるスパコンとクラウド、さらに
ビッグデータの処理基盤、蓄積基盤、あとは人工知能の
ような先進的な技術、そういった、特に「研究DX」の部
分を中心に支援していくことが期待されていますし、
先ほどお話しした学際大規模計算機システムの更新に
おいても、それを意識して、予算の範囲内ではあります
けれども、性能向上を図っていくという計画で進めて
います。
　また、「業務DX」に関してもキャンパスネットワーク

の高度化や、情報環境推進本部が進める今後の情報環
境の整備に対して研究開発の成果を展開する、そして

「教育DX」に関しても、メディア教育研究分野等があり
ますので、研究の成果を活用していくというところが、
センターの大きな役目になっていると考えています。
　そして人材教育については、本センターの一部教員
は情報科学院で情報教育に携わっており、他の教育部
局とも連携してこれを進めていきたいと思います。
　さらには、人材確保そして育成ですね。こちらは喫
緊の課題になっており、やはり、ITの基盤を支える人材
というのは、日本全体で非常に不足しています。民間で
も、インフラエンジニアは全く足りていないのが現状
です。もちろん、情報系の卒業生はそれなりにいます
が、外国と比べると格段に少ないということで、今、国
の政策でも学生を増やそうという動きがあります。言
い方は良くないかもしれませんが少し地味な分野とい
うこともあり、例えば人工知能とかの最先端の部分に
は学生も集まるのですが、インフラの部分にはなかな
か集まりません。さらに言うと、大学の情報基盤、学内
インフラを支える人材、これは教員だけではなくて、技
術職員等も含めてですけれども、そういった方はでき
る限り確保し、育成していくということが非常に重要
な取り組みです。
　日本全国どこの大学でも困っていまして、人手が本
当に足りないのです。本センターの枠組みよりも、もう
少し広い視野で考える必要があります。

─もともと人材が少ない北海道の中で、さらにIT分野と
なると、ものすごく絞りこまれるかもしれませんね。

棟朝　そうですね、そこが大変ですね。あとは、研究
DXの説明に移っていくと、こちらの図（図２）にもあ
りますが、いわゆる情報基盤の整備というところは、本
センターが、スパコン、クラウド、ストレージ、ネット
ワーク、ガバナンス、セキュリティといったようなもの
を担っていますけれども、われわれだけでできるもの
ではなくて、例えば成果の公開に関しては附属図書館、
先進的な情報技術そのものであれば情報科学研究院が
担っています。もちろん、本センターも、スパコン、い
わゆるハイパフォーマンスコンピューティングと呼ば
れる分野を中心に機器を提供していますが、実際にそ
れを使いたい方、学内でニーズがある方とうまくつな
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いでいくことが非常に重要だと考えていますし、URA
の方にも今後ご協力いただいて、学内外での共同研究
を進めていく必要があります。

─私の方でも学内のスパコンに対するニーズ調査を進め
ておりますが、使い方はもちろん、それを使うことによる
メリットをちゃんと理解して、その上で使いたいという
ような上級者は少ないので、どちらかというとデータは
あるけど扱い方がわからないといった初心者からの講習
会開催の要望をよく聞きます。これから新しく利用され
る方を広げて、スパコン人口を増やすためには、そういう
ところができるといいなと素人ながらに思っていました。

棟朝　まったくおっしゃるとおりだと思います。本セ
ンターは、スパコンの活用に関する講習会を頻繁に
行っています。特に、新しいシステムを立ち上げた直
後には複数回開催していまして、ハンズオンで実際に
使ってみる機会を提供しています。ただ問題は、それを
全ての分野でやるとなると、人手が足りないという点
です。特に、最近ですとデータ駆動型の研究ですね、そ
れぞれの研究分野の方がデータをお持ちですが、これ
をどうしたらいいのか、長期的にどう保存したらいい
のか、どう処理したらいいとか、どう公開したらいいの
かという、そこのサポートが決定的に足りていないと
思います。
　全国的にも状況は同じですが、北大ではシステムと
してはそれなりに揃っています。例えばスパコンで処
理もできますし、ストレージもペタバイトクラスの
巨大なものが入っております。アーカイブで遠隔サ
イトに安全にバックアップをとってもいます。また、
Nextcloudという、Dropboxのように簡単にデータをや
り取りできるものもあります。さらには学認RDM（研
究データ管理：Research Data Management）という
のがありまして、これは北大だけではなく全国レベル
で研究データを研究グループ内で適切に管理するとい
うシステムで、北大でもシングルサインオン（SSO）の
アカウントを持っている方であれば、どなたでも使え
ます。加えて、先ほどお話ししたNextcloudと連携して、
大容量の研究データを保存できるものはすでに整備済
みです。では、それをどう具体的に活用して研究を進め
ていくかというところ、先ほどのクラウドもそうです
が、きめ細やかにサポートするには非常に手間や人手

がかかるので、そこをどう考えるかという点になりま
す。支援体制を拡充していく必要がありますが、人材も
少ないのです。

─難しいですね。

棟朝　新たな人を雇用しないといけません。例えばグ
ローバルファシリティーセンターの実験機器からデー
タを吸い上げて、スパコンやクラウドで処理して、リポ
ジトリで公開するといったことを統一的にできるよう
な枠組み、ハードウェアとかネットワークはあるので
すけれども、いわゆる人的サポートや、ソフトウェアサ
ポートというところが、課題なのです。この図にある、
データフローのガバナンスというのを確保して、使い
やすいシステムにしていくこと、これはかなり喫緊の
課題でして、最近ですと特に大型の研究資金では、研究
のデータにメタデータを振って、きちんと公開・管理
をしないといけないというニーズが増えてきています
し、科研でもそういったことを求められています。そう
いったニーズに、今後対応していく必要があると考え
ています。

─そういうシステムは既にできあがっているということ
ですが、現状で、本センターでは利用者に対しての支援は
あるでしょうか。

棟朝　基本的には、やはりスパコンとクラウドでのサ
ポートになります。業者によるサポートもありますし、
あとは、無料で使えるという支援もしていますね。これ
は、先ほどの、共同利用・共同研究拠点で公募している
ものですね。その他に、本センター独自で公募している
ものや、学内向けの人工知能対応先進的計算機システ
ムがあり、公募しています。それらに応募いただいて採
択されれば、無料で使えるという支援をしております。

─採択は難しいのでしょうか。

棟朝　共同利用・共同研究拠点の公募はそれなりに頑
張って応募しないと採択されないというのが実情です
が、ぜひ応募いただきたいと考えています。共同研究と
してご応募いただくので、そのメンバーに入ったセン
ターの教員が、適宜サポートするという枠組みもあり

ます。もちろん、問い合わせに関しては技術職員等が対
応いたします。

─わかりました。今後、スパコンというものは、われわれ
の研究用としてはもちろんですけれども、一般の方々で
も使えるように発展していくものなのでしょうか。

棟朝　スパコンと一言で言いますけれども、例えば今、
みなさんお持ちのスマートフォンがありますよね。実
は、これは何十年か前のスパコンと性能は同じなので
す。ですので、現在スパコンで当たり前になっているこ
とは、20年、30年と経つと、コンシューマーレベルに
なってくるのです。それだけの計算を、今のスマート
フォンはしているということになります。実は、スパコ
ンと言っても縁遠いものではなくて、もちろんスマホ
のプログラムを組むというのは難しいとは思いますが、
活用という意味では、みなさんが身近に使えるように
なっていて、研究も支援しているということになりま
す。
　スパコンそのものは普通の、いわゆるUNIX/Linuxの
マシンですので、そこをわかっていれば使えます。ス
パコンというのは何年後かの皆さんが使う普通のコン
ピュータなのです。つまり、スパコンとは、時間を節約
する、速く計算するというものですけれども、時代的に
も先取りしているということになります。研究という
のは、先にできたものに当然、オリジナリティがありま
すので、例えば高精度の計算ができるということは、そ
れによって先の、未来の研究ができるということかな
と思っています。
　先ほど、私の最初の専門が進化計算だということを
お話ししましたけれども、今は人工知能全盛の時代で、
計算機の中で人工的に進化をさせて、自動的に問題を
解決するといったようなことも既に一部は可能になっ
ているのです。例えば、航空機の設計など各種の設計で
進化計算のアルゴリズムを用い、コンピュータの中で
自動的に進化をさせて答えを出す、つまり新たな製品
を作ってそれを社会に展開するということが、普通に
できつつあります。
　これは研究面でも同様で、人工知能がサポートして
いくようになっています。人工知能だけではなくて、人
工進化もですが、当然ながら人工知能より人工進化の
ほうが計算量は必要となります。なんとなくのイメー

ジで分かるかもしれませんが、人工知能は１個の生物
個体の中の話ですけれど、進化というのはそれが何千、
何万、何億と集まったものです。当然ながら計算量が増
えますし、将来的にもどんどん多く使う方向に進んで
いきます。そのため、計算量があればあるほど、先のこ
とができるということになります。そういった意味で
も、いわゆる研究だけではなくてすべての面で、先ほ
どのトランスフォーメーションと言っていたのも、結
局、進化なのです。進化を進めていくためのデジタル技
術、それを加速するためのデジタル技術ということで、
大学の競争力も、どれだけの計算リソースがあるかで
決まっていきます。ITなどは、まさしくそうですよね。
Googleなど、結局、計算リソースを持っているところ
が最後は勝つという構図になってきているのです。も
ちろん大学ですので、無尽蔵に計算機を買うわけには
いきませんけれども、スパコンのような、いわゆる大規
模な情報基盤があるかないかが、大きな違いになって
くるという点は、強調しておきたいと思います。

─なるほど、色々な側面で本センターはとても大きい役
割を果たしているということですね。

棟朝　そうですね。

─今回は貴重なお話を伺うことができました。ありがと
うございます。

棟朝　ありがとうございました。

1 mdx：９大学２研究所（北海道大学、東北大学、筑波大学、東京
大学、国立情報学研究所、東京工業大学、名古屋大学、京都大学、
大阪大学、九州大学および産業技術総合研究所）が連合し共同で
運営している。

2 情報環境推進本部の本部長は令和５年４月より総長が指名する
理事をもって充てる。

Special FeatureInterview with Masaharu MUNETOMO
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ParaViewを利用したアニメーション再生と
連番画像ファイルの作成

　ParaViewを起動した後、始めにCADデータを読み込
みます。読み込んだCADデータの可視化結果は図1と
同じです。次に、連番ファイルを読み込みます。図2は
ファイル読み込みダイアログを示しています。同図か
ら、連番ファイルはez-xy..vtkと表示され、ファイル
タイプがグループになっています。これを選択すること
で、連番ファイルを一括して読み込むことができます。
　カラーマップを調整するために、連番ファイル中の
最後のファイルに移動します。この操作には、図3に示
すアニメーション再生アイコンの▶■を選択してくださ
い。さらに、画像の大きさを調整するために、レイアウ
ト画面をフロートにします。この操作は図4に示すレイ
アウトタブ左上のアイコン（赤色丸で囲った部分）を押
すことで実行できます。この後、レイアウト画面を希望
する大きさに変更します。ちなみに、アイコンをもう一
度押すと固定になります。これまでの操作で得られた
代表的な可視化結果を図5に示します。Wi-Fiの電源が
ONになってから400周期（経過時間163ナノ秒）までの
Ezの瞬時値です。
　最後に、連番画像ファイルを作成します。メニュー
バーのFileを選択すると、図6に示すプルダウンメ
ニ ュ ー が 表 示 さ れ ま す。こ の 中 の「Save Anima-
tion...」を選択します。ダイアログが表示されるの
で、ファイル名や画像フォーマット（GIF/JPG/PNG）
を指定します。その後、連番画像ファイルが自動的に作
成されます。

数値シミュレーションと連番ファイルの作成

　数値シミュレーションでは、２階建て戸建住宅内に設置されたWi-Fiアクセスポイ
ントから放射される電波の時間変化を求めます。さらに、それらをアニメーションと
して再生することで、電波が屋内を伝搬するようすを可視化します。図1は、戸建住
宅の１階部分を可視化しています。これは、代表的な北海道住宅の間取りです。その
水平面内の外寸は9.4m×8.3mです。居間にある液晶テレビの上方にWi-Fiアクセスポ
イントを設置します。その高さは床面から1.7mで、周波数2.45GHzの電波を出力し
ます。さらに、観測面を床から0.7m上方の水平面とし、その面内における電界成分Ez

の瞬時値を可視化し、アニメーション再生します。
　数値シミュレーションには本センターで開発を行っている大規模電磁界解析シス
テムJet FDTDを使用します。数値シミュレーションには、本センター学際大規模計算
機システム・サブシステムA演算ノード１台を利用します。計算に必要な主記憶容量
は380GB、400周期までの計算時間はおよそ６時間です。
　ParaViewでは連番ファイルをグループとして一括読み込みができます。そこで、連
番ファイルを作成するためのコードをプログラムに組み込みます。その例をリスト1に
示します。このコードはFortran90で記述され、ParaViewの入力データ書式に基づいて
ファイル（拡張子vtk）を作成します。実行結果として、フォルダ./DATA/に連番ファイ
ルez-xy0000.vtk, ez-xy0001.vtk, …, ez-xy0400.vtkが作成されます。

ParaViewを利用したアニメーション
　前回に引き続き、ParaViewを利用した数値解析結果の可視化手法を紹介します。
今回は、アニメーション再生および連番画像ファイルの作成方法を解説します。アニ
メーションに関連したParaViewの特徴は、容易なアニメーション再生および連番
画像ファイル作成のための機能が初期状態で用意されていることです。アニメーショ
ンの代表的な例は、時間とともに変化する物理現象を連続して可視化しながら再生す
ることです。ParaViewでは複数の連番ファイルを１つのグループとして読み込む
ことで、アニメーション再生準備が完了します。さらに、さまざまな可視化手法を適
用しながら、アニメーションを繰り返し再生できます。想定していたような可視化表
現を得ることができましたら、連番画像ファイルを出力します。それら画像ファイル
を組み合わせてアニメーションGIFファイルを作成し、研究発表やホームページなど
で利用します。

図1． 戸建住宅1階見取図

連載記事  第45回

番外編

41

まとめ

　本連載記事では、ParaViewを利用したアニメーショ
ン再生および連番画像ファイル作成の方法を解説しま
した。アニメーションに対するParaViewの特徴は、連
番ファイルの一括読み込み、アニメーション再生およ
び連番画像ファイル出力のための基本機能が用意され
ていることです。すなわち、アニメーションのための操
作が、アイコンやメニューとして提供されています。最
後に、連番画像ファイルを組み合わせてアニメーショ
ンGIFファイルを作成します。そのために、フリーソフ
トウエアGiamやインターネット上のサービスを利用し
てください。作成されたアニメーションGIFファイル
を、研究成果発表スライドやホームページの動画とし
て利用できます。
　なお、本稿執筆で利用したParaViewは、最新バージョ
ン5.9.1（2021年5月17日公開版）です。

リスト1．連番ファイル作成の
　　　 ためのFortran90コード

write(filename,'(a,i4.4,a)') './DATA/ez-xy', npar, '.vtk' 

open(1,file=trim(filename),status='unknown',action='write',iostat=ioss) 

if(iss/=0)then; print'(/,2a,/)', trim( filename ), ' was not created!'; stop; endif 

write(1,'(a,/,a)'  ) '# vtk DataFile Version 1.0', 'simple' 

write(1,'(a)'      ) 'ASCII' 

write(1,'(a)'      ) 'DATASET STRUCTURED_POINTS ' 

write(1,'(a,3i5)'  ) 'DIMENSIONS ', ndimx, ndimy, 1 

write(1,'(a,3f6.1)') 'ORIGIN     ', real(minx), real(miny), real(minz) 

write(1,'(a,3f5.1)') 'SPACING    ', spcx, spcy, spcz 

write(1,'(a,i9)'   ) 'POINT_DATA ', ndimx * ndimy 

write(1,'(a,/,a)'  ) 'SCALARS  Ez-field  float', 'LOOKUP_TABLE default' 

k = minz; do j = miny, maxy, spcy; do i = minx, maxx, spcx; write(1,*) ez(i,j,k); enddo; enddo 

close(1) 

図2． 連番ファイルグループez-xy..vtkの読み込み 図4．  レイアウト画面
の状態変更

図3． アニメーション表示・再生用アイコン

(a)100周期 (b)200周期

(c)300周期 (d)400周期

図5．代表的なEzの瞬時分布

図6． 連番画像
　　 ファイルの作成



14 情報基盤センター大型計算機システムニュース  Vol.52 15March  2023   iiC-HPC

Information

Information

　2023年度北海道大学情報基盤センター萌芽型共同研究公募は下記URLより随時更新しておりますのでご参照ください。

　申請受付期間：2023年３月１日（水）～2023年４月７日（金）

ホームページ：https://www.iic.hokudai.ac.jp/jr/joint-research/

　第14回学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点（JHPCN）シンポジウムが、2022年７月７日（木）、８日（金）
の２日間にわたり、ハイブリッド方式で開催されました。
　本シンポジウムは、過去２年間コロナ禍によりオンラインで開催されてきましたが、今回は部分的に現地開催を復
活させ、多彩な研究者間の交流と学際研究の発展を目指して実施されました。多くの参加者があり、優れた研究成果発
表とそれに関する活発な議論が行われました。
　2021年度実施課題、2022年度採択課題、および萌芽型共同研究課題が下記ホームページで公開されておりますの
でご覧ください。

日　時：2022年７月７日（木）10：00 ～18：40　　会　場：東京コンファレンスセンター・品川
７月８日（金）  9：30 ～17：20

ホームページ：https://jhpcn-kyoten.itc.u-tokyo.ac.jp/ja/sympo/14th

　本センターが計算リソースを提供しているHPCIシステムの利用研究課
題に関する第９回成果報告会が、2022年10月27日（木）から28日（金）
にかけてオンラインで開催されました。本報告会では、２件の基調講演、
次世代計算基盤に関するパネルディスカッション、優秀成果賞受賞課題
に関する口頭発表、並びに各課題等のポスター発表がオンライン形式

（Zoom・Slack）で実施されました。
　本センターも、Slack上で、学際大規模計算機システムを紹介するポス
ターの展示と参加者からの質問への対応を行いました。

日　時：2022年10月27日（木）～28日（金）

ホームページ：https://www.hpci-office.jp/pages/project_report_meeting

公　募 2023年度 北海道大学情報基盤センター萌芽型共同研究公募 展示・参加 第９回「富岳」を中核とするHPCIシステム利用研究課題成果報告会

　2022年９月７日（水）から９日（金）の期間、本センター主催のクラ
ウドコンピューティングに関するイベントCloudWeek2022@Hokkaido 
Universityをハイブリッド方式で開催しました。本イベントはアカデミッ
ククラウドインターシンポジウム、オープンクラウドカンファレンス、第
18回地域間インタークラウドシンポジウムの三つから構成され、大学等
の機関およびクラウド関連企業から26件の講演が行われました。
　のべ191名以上の参加があり、クラウド技術に関する情報交換を行うこ
とができました。また、開催後には本センター公式YouTubeチャンネルに
おいて講演動画を公開しました。

日　時：2022年９月７日（水）～９日（金）　　会　場：北海道大学百年記念会館

案内ホームページ：https://www.iic.hokudai.ac.jp/news/1842/
動画公開：https://www.iic.hokudai.ac.jp/news/1980/

　毎年米国で開催されている国際会議SC22が2022年11月13日（日）か
ら18日（金）の期間テキサス州ダラスで開催され、本センターの教員・
職員５名が参加し、ブース展示、動向調査等を行いました。

日　時：2022年11月13日（日）～18日（金）

会　場：Kay Bailey Hutchison Convention Center Dallas

ホームページ：https://sc22.supercomputing.org/

展示・参加 Supercomputing Conference 2022（SC22）参加報告

展示・参加 第14回学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点シンポジウム

センター主催 CloudWeek2022@Hokkaido Universityをハイブリッドで開催

センター長講演

センター広報 情報基盤センターウェブマガジンの立ち上げについて

　情報基盤センターにおいては、最近のオンライン化の流れに対応するため、情報基盤センターホームページ上で「情
報基盤センターウェブマガジン」を公開することとなりました。本ウェブマガジンについては、情報基盤センター全体
としての広報活動という位置付けとなり、インタビュー記事についてもセンター全体の内容をカバーする予定です。
　今後は、センターの広報を本ウェブマガジンを中心に展開させていただき、iiC-HPCにつきましては新システムの立
ち上げ時など必要に応じて刊行する予定です。
　ウェブマガジンのURLは下記となります。新年度より公開予定ですので、ご一読のほどよろしくお願いいたします。

ウェブマガジンホームページ：https://www.iic.hokudai.ac.jp/webmag



本号の特集記事では、本センターのセンター長でありシステムデザイン研究部門教授の棟朝 雅晴先生に、北大アカデミッククラウドやDX（デジタ
ルトランスフォーメーション）等についてのお話を伺いました。北大が他大学に先駆けて導入した学術向けクラウドシステム導入のきっかけの一つが
人との出会いであることなど、非常に興味深く感じられました。北大DXとしての「研究DX」・「業務DX」・「教育DX」における本センターの役割や
データセンター整備についてもお話しいただきました。
さて、iiC-HPCの定期的な発行は本号が最後となります。本誌で連載されてきた「〈特集〉インタビュー」記事は、新年度公開予定の「情報基盤セン
ターウェブマガジン」にて引き続き掲載される予定です。最後に、創刊当初からiiC-HPCの編集にご尽力いただいてきたスーパーコンピューティング研
究部門 教授大宮 学先生が、本年３月をもって定年を迎えご退職されます。この場をお借りして、先生のこれまでのご指導に心より感謝申し上げます。

編 集 後 記

スパコンを民間企業等のグループが使用することはできますか？

Q ＆ A

民間企業等向けのサービスを行っています。
なお、大学・研究機関の方を対象とした一般利用とは料金体系が異なりますのでご留意ください。
利用いただくには審査が必要となります。詳細は、以下をご覧ください。

〈民間企業等の有償利用サービスについて〉
　https://www.hucc.hokudai.ac.jp/guide/private-companies/

※ ご利用に際し、企業様からクラウド事業者向けチェックリストの回答依頼やこれに相当する確認依頼を受けることがございますが、
内容によってはお受けできない場合がありますので、予めご了承ください。

？

Ｑ

A

連絡先：kyodo@oicte.hokudai.ac.jp
北海道大学 総務企画部 情報企画課 共同利用・共同研究担当
TEL.011-706-2956　 FAX.011-706-2936

iiC-HPCニュースは本センターホームページからダウンロード可能です。
https://www.hucc.hokudai.ac.jp/publications/iic-hpc/
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● 農学研究院 加 藤 知 道

● 工学研究院 萩 原 　 亨

令和５年３月発行 印刷：株式会社 正文舎 TEL011-811-7151

本誌へのご意見を
お聞かせください。

iiC-HPC 第52号
編集・発行：北海道大学情報基盤センター共同利用・共同研究委員会システム利用専門委員会

［利用者支援サービス］
 
● Webサイト
学際大規模計算機システム

（北海道大学ハイパフォーマンスインタークラウド）
https://www.hucc.hokudai.ac.jp/
 
● 利用講習会
大型計算機システムの使い方・プログラミングに関する講習（不定期）
https://www.hucc.hokudai.ac.jp/news/event/
 
● メールマガジン
大型計算機システムの使い方・運用保守に関する情報（毎月25日頃発行）
https://mmag.hucc.hokudai.ac.jp/mailman/listinfo/mmag
 
● 広報誌 iiC-HPC
大型計算機システムニュース（不定期発行）
https://www.hucc.hokudai.ac.jp/publications/iic-hpc/
 

［お問い合わせ］
 
● 学際大規模計算機システム（大型計算機システム）全般について
北海道大学情報基盤センター（窓口）
hsay@iic.hokduai.ac.jp
メールには、利用者番号（お持ちの場合）・氏名・質問内容を含めてください。

 
● 利用申請について　
北海道大学総務企画部情報企画課／共同利用・共同研究担当
kyodo@oicte.hokudai.ac.jp
 
● 利用負担金請求・予算振替について
北海道大学総務企画部情報企画課／会計担当
kaikei@oicte.hokudai.ac.jp
 
● 利用負担金の課金内訳・大判プリンタ利用について
北海道大学総務企画部情報企画課／ HPCシステム運用担当
unyo@oicte.hokudai.ac.jp
 


